
第8編 エンデュランス競技 主な改定について

第802条 主催および公認エンデュランス競技会(JEF)
802.1.2 走行時間制限は設営するコ ースによって適正速度を考慮し、設定しなければならない。走行平

均速度が時速8km時速9km以上となるよう設定する。

第805条 本条文は主催および公認競技会では適用しない。(JEF)
第805条負担重塁(JEF)
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態で行う。

805.2 本条文は土催および公認競技会では適用しない。
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間を含む）は常時、最低負担雷塁を装着していなければならない。
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けなかった場合、 当該選手は里塁不足で失格となる。
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た場合、 当該人馬コンビネ シコンは失格となる。

第811条 競技前ブリーフィング (JEF) 
811.1 すべての競技について、競技前ブリ ー フィングを行わなければならない。選手、チ ム監督（該

当する場合）参加団体の責任者（該当する場合）、 役員、 獣医師全員の出席が必要である。 出席
できない場合は技術代表の許可が必要である。 クルー メンバーについては出席することが望ま
しいが、 必須ではない。

第825条 馬具と装具
825.2.6 革製あるいはプラスチック製の鼻革が認められる。皮膚に炎症を生じる恐れがある（あるいは

生じる）ほどに鼻革をきつく締めてはならない。鼻の正面で鼻革に少なくとも2本の指が入る
ほどに調整しなければならない。(JEF)
2026年4月1日から、 鼻革の検査については、 獣医規程第1026条9を適用する (JEF)



第839条 競技出場停止期間(MOOCP) {JEF) 
839,2 追加のMOOCP:
839.2.1 F日あるいはJEF主催・公認競技会で次のような状況が発生した場合は、 第839条 1 に定め

る期間に加えて、 次のMOOCPとその他の要件が適用される （下記の状況が2つ以上ある場合
は、 追加のMOOCPが累積される）

事例 追加のMOOCPとその他の要件
コ ースで完走したルー プの平均時速21 km 7日
（第838条に準拠して算出）を超えている馬
1年間に2回目のFTQ-ME （失権—代謝異常） 14日
1年間に3回目（あるいはそれ以上）のFTQ- 60日（第839条2.3による延長もある）

ME （失権—代謝異常）
1年間に3回目（あるいはそれ以上）のFTQ- 180日

GA（失権—異常歩様）
重篤な損傷（筋骨格） 180日（第839条2.3による延長もある）
重篤な損傷（代謝障害） 60日（第839条2.3による延長もある）

第865条 警告カ ー ド
865. 1 イエローカー ド：馬への虐待行為に関わる違反や不適切な行動、保護用ヘッドギア要件の遵守を

怠った場合、その他本規程に指定した事例について、競技場審判団長、チー フスチュワー ドある
いは技術代表は、 その馬の管理責任者にイエロ ーカ ー ド を出すことができる。

865.2 本条文は主催および公認競技会では適用しない。(JEF)

865.3 本条文は主催および公認競技会では適用しない。(JEF)

付則9 本条項は主催および公認競技会では適用しない。(JEF)
※3回目の（あるいはそれ以上の）FTQ-GA判定後の獣医検査については今後実施しない。

エンデュランス競技に関する公認競技会規程 主な改定について

第 16条 報告書
主催者は、公認競技会終了後1週間以内に、 実施した全競技成績を書面で本連盟事務局に提出すること。

2 審判長、獣医師団長、チー フスチュワ ー ドは、 公認競技会終了後1週間以内に別に定める様式（審判
長、 チーフスチュワ ー ドはオンラインフォ ーム） により本連盟事務局に報告書を提出すること。 なお、 1
ヵ月を過ぎても全競技会成績を送付しなかった場合は、 公認競技会の成績を取り消す。
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に上記(1)に挙げる全競技成績とともに報告書を提出すること。



日本馬術連盟認定騎乗者資格規程 主な改定について

騎乗者資格検定の審査基準

B 級 実施の手順

筆記試験、馬場馬術実技検定、 障害飛越検定の順序で実施

下記の基準を満たすこと

・筆記試験 指定問題から出題 80点以上

・馬場馬術

J EF 馬場馬術競技第 2 課目 B 53％以上

・障害飛越

安全性の観点から採点し、 誘導・随伴の 2 項目ともに 6点以上

コ ース図は別紙ー1参照

下記の基準を満たすこと

馬場馬術限定 ・筆記試験 指定問題から出題 80点以上

・馬場馬術］EF 馬場馬術競技第 2 課目 B 53％以上

下記の基準を満たすこと

・講習会受講

・筆記試験 80点以上

・実技試験

①エンデュランス競技のルールにのっとり実測値40km 以 上

49km以下で行う。

②走行時問は、 平均速度（総距離／走行時問）が8.Skm/ h以上

14.0km/h 以下を基準とする。
エンデュランス限定

〉：（令和7年4月1日より「走行時問は、 平均速度（総距離／

走行時問）が9.0 km/h以上14.0 km/h以下を旦準とする」に

変更になります。

走行時間は、 平均速度（総距離／走行時間）が9.0 km/h 以上

14.0 km/h以下を基準とする。

③合否については、 最終インスペクションでの合格と「完走」、

および安全性の 観点での総合判定により決定する(「FNR」は

本検定の合格とならない）。




